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表紙写真の説明

題目：Large Eddy Simulationによるディーゼル噴霧内の三次元乱流渦構造の可視化
同志社大学 堀司氏，田中博氏，入江恭介氏，千田二郎先生，藤本元先生 ご提供

本画像は，Large Eddy Simulationより定容容器内に形成される非蒸発ディーゼル噴霧を計算し，計
算結果より噴霧液滴（黒点），速度勾配テンソルの第二不変量による三次元乱流渦（白），噴霧上流

域からの流線を可視化したものである．噴霧内には噴流と同様の三次元乱流渦構造が存在し，この

渦構造によって噴霧液滴が分級される結果，ディーゼル噴霧の不均一構造が形成される．さらに，

噴孔近傍から衝撃波が生じ，噴霧下流域方向へ放射状に広がる様子が計算されている．

（噴射開始からの時間：1.4 ms，噴射圧力：77MPa，ノズル直径：0.20 mm，雰囲気温度：300 K，
雰囲気圧力：17.3 kg/m3）
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